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高
台
自
治
会
会
員
全
員
の
会
合
で
あ
り
３
０
回

を
迎
え
る
自
治
会
総
会
が
、
４
月
１
１
日(

土
）

１
９
時
か
ら
、
高
台
集
会
所
（
さ
く
ら
会
館
）

で
開
か
れ
ま
す
。
総
会
で
は
、
２
６
年
度
の
総

括
や
２
７
年
度
の
計
画
・
予
算
・
諸
事
項
が
審

議
さ
れ
決
定
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
出

席
を
お
願
い
し
ま
す
。
総
会
に
向
け
て
準
備
の

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉

「
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
」  

各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に

自
薦
他
薦
で
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

（
別
表
参
照
）。
新
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、「
説

明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
２
６
年
度
担
当
の
皆

さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

◉

「
常
任
委
員
」  

常
任
委
員
は
数
名
が
自
薦
他

薦
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
募
集
し

て
い
ま
す
。
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
積
極
的

に
参
加
い
た
だ
き
、
地
域
の
た
め
に
力
を
お
貸

し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
と
く
に
最
近

お
勤
め
先
を
卒
業
さ
れ
た
方
は
、
是
非
応
募
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◉

「
議
案
書
」  

２
６
年
度
総
括
、
予
実
管
理
、

２
７
年
度
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
の
入
っ
た
総

会
議
案
書
に
つ
い
て
、
３
月
度
の
役
員
会
で
検

討
し
案
を
作
成
し
ま
し
た
。
議
案
書
案
は
３
月

３
１
日
（
火
）
以
降
に
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
配
り

し
ま
す
の
で
、
一
読
い
た
だ
き
、
総
会
当
日
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。↗

集
会
所
運
営
委
員
会
が
３
月
４
日
（
水
）
委

員
１
２
名
が
参
加
し
て
さ
く
ら
会
館
で
行

わ
れ
、
集
会
所
の
管
理
と
イ
ベ
ン
ト
企
画

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

集
会
所
運
営
委
員
は
、
さ
く
ら
会
館
の
運
営
を

担
当
す
る
も
の
で
、
高
台
の
自
治
会
会
員
以
外

の
方
も
就
任
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

自
治
会
会
長
桒
原
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

来
年
度
実
施
予
定
の
重
要

項
目
は
、
高
台
環
境
を
守

る
「
周
辺
宅
地
開
発
へ
の

対
応
」、
災
害
時
要
介
護

者
を
守
る
「
見
守
り
隊
組

織
の
整
備
」、
組
織
整
備

に
向
け
て
の
「
夏
ま
つ
り

や
運
動
会
で
の
子
供
会
と

の
連
携
」、
自
治
会
の
仲
間
を
増
や
す
「
未
加
入

者
と
転
入
者
へ
の
入
会
勧
誘
」、
高
齢
化
の
進
む

高
台
に
あ
っ
て
自
治
会
活
動
維
持
の
た
め
の

「
省
力
化
・
効
率
化
の
推
進
」
で
す
。

◉

「
総
会
」

総
会
に
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

出
席
い
た
だ
き
、
計
画
・
活
動
・
予
算
等
に
つ

い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。↗

２
月
２
８
日

（
土
）
中
央
公
民
館
市
民

ホ
ー
ル
で
、
乙
訓
医
師
会
主
催
の
「
地
域

の
絆
づ
く
り
」
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
０
名
以
上
の
参
加
で
あ
り
、

地
域
を
代
表
し
て
高
台
き

ず
な
の
会
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
代
表
の
２
丁
目

野
々
下
さ
ん
が
４
年
間
４

７
回
続
い
た
勉
強
会
に
つ

い
て
、
そ
の
テ
ー
マ
や
概

要
・
成
果
・
課
題
な
ど
を

発
表
し
ま
し
た
。

▼
議
案
書
添
付
の
「
出
席
票
・
委
任
状
」
で
、
欠

席
の
方
は
「
委
任
状
」
を
４
月
９
日
（
木
）
ま
で

に
現
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
に
、
出
席
の
方
は
総
会
当
日

「
出
席
票
」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
現
常
任
委
員
は
、
３
月
２
２
日
（
日
）
１
３

時
か
ら
総
会
準
備
の
た
め
の
会
合
が
あ
り
ま
す

の
で
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◆
現
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
３
月
３
１

日
（
火
）
１
３
時
か
ら
議
案
書
を
製
本
し
ま
す

の
で
、
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す
。
製
本
後

ブ
ロ
ッ
ク
別
に
議
案
書
を
お
渡
し
し
ま
す
の

で
、
配
付
方
を
お
願
い
し
ま
す
。

◓
各
戸
に
配
ら
れ
て

い
る
「
リ
ビ
ン
グ
京

都
」
の
、
高
台
み
ど

り
の
サ
ポ
ー
タ
の
活

動
の
取
材
が
あ
り
ま

し
た
。
５
号
公
園
整
備
の

記
事
が
３
月
２
１
日
（
土
）

に
掲
載
予
定
で
す
。

◓

４
月
８
日
（
水
）、「
み
ど
り
の
サ
ポ
ー
タ
交

流
会
」
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
れ
は
長
岡
京
全
体

の
み
ど
り
の
サ
ポ
ー
タ
の
皆
さ
ん
の
交
流
会
で

多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
１
０
時
か
ら
５
号

公
園
を
見
た
後
、
１
１
時
か
ら
さ
く
ら
会
館
で

高
台
の
サ
ポ
ー
タ
か
ら
の
発
表
が
あ
り
ま
す
。

高
台
の
皆
さ
ん
も
参
加
自
由
で
す
。

♥

市
民
の
絵
画
や
書
な
ど
を
展
示
す
る
「
長
岡

京
展
」
が
３
月
６
日
（
金
）
か
ら
３
日
間
、
バ

ン
ビ
オ
で
あ
り
ま
し
た
。
入
選
さ
れ
た
高
台
の

皆
さ
ん
の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
画
の
部
で
は
２
丁
目

の
黒
田
明
美
さ
ん
、
洋
画

の
部
で
は
３
丁
目
の
大
久

保
久
榮
さ
ん
、
三
原
順
子

さ
ん
、
写
真
の
部
で
は
３

丁
目
田
辺
直
人
さ
ん
、
工

芸
の
部
で
は
２
丁
目
の
菅

達
雄
さ
ん
、
村
上
京
子
さ
ん
な
ど
が
入
選
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

♥

「
高
台
さ
く
ら
祭
り
」
と
バ
ザ
ー
は
、
４
月
５

日
（
日
）
１
１
時
か
ら
１
５
時
ま
で
３
号
公
園
で

行
い
ま
す
。
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

先
日
高
台
で
夜
間
に

ガ
レ
ー
ジ
に
置
い
て

あ
っ
た
乗
用
車
が
盗

ま
れ
る
と
い
う
事
件

が
あ
り
ま
し
た
。
比

較
的
犯
罪
が
少
な
い
高
台

で
す
が
、
空
き
巣
な
ど
の

防
犯
の
ほ
か
に
、
ガ
レ
ー

ジ
に
あ
る
車
に
も
注
意
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
な
お
高
台
に
貼
っ

て
あ
る
「
空
き
巣
注
意
」
の
プ
レ
ー
ト
を
ご
希
望

の
方
は
、
桒
原
（
９
５
４
・
６
７
４
０
）
ま
で
。

１
１
Ｂ 

 

小
林

久
木

さ
ん

「
き
れ
い
」
…
毎
年
春
に
な
る

と
我
が
家
で
は
家
族
み
ん
な
が

口
に
す
る
言
葉
で
す
。
お
気
に

入
り
の
場
所
、
２
号
公
園
，
３

号
公
園
の
桜
を
眺
め
て
は
朗
ら
か
な
気
持
ち
に

な
れ
る
こ
の
季
節
が
大
好
き
で
す
。

４
０
年
前
に
こ
の
高
台
に
住
み
始
め
て
か
ら
ず

っ
と
お
気
に
入
り
の
場
所
と
な
り
ま
し
た
。
京

都
に
は
，
様
々
な
桜
の
名
所
が
あ
り
ど
こ
も
勿

論
素
晴
ら
し
い
桜
で
は
あ
り
ま
す
が
，
高
台
の

桜
も
決
し
て
引
け
は
と
ら
な
い
と
勝
手
に
思
っ

て
い
ま
す
。
私
自
身
，
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
公

園
で
遊
び
，
中
学
生
の
こ
ろ
に
は
友
だ
ち
と
語

り
合
っ
た
思
い
出
の
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
大

人
に
な
っ
て
か
ら
は
公
園
で
時
を
過
ご
す
こ
と

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
，
子
ど
も
が
で
き
て
か

ら
鉄
棒
の
練
習
を
し
た
り
，
子
ど
も
会
の
イ
ベ

ン
ト
や
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
た
り
と
訪
れ
る

機
会
が
増
え
ま
し
た
。
そ
し
て
，
見
事
な
花
を

咲
か
せ
る
桜
の
木
々
の
下
で
子
ど
も
た
ち
の
節

目
で
写
真
を
撮
っ
て
き
ま
し
た
。
桜
の
木
の
下

で
は
人
は
自
然
と
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
で
す
。

い
つ
も
満
面
の
笑
み
で
写
真
に
納
ま
っ
て
い
ま

す
。
不
思
議
で
す
ね
。

何
年
た
っ
て
も
，
公
園
の
姿
は
変
わ
ら
ず
に
私

た
ち
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
場
所
を
保

ち
続
け
て
い
る
の
は
高
台
に
住
む
方
々
の
お
力

だ
と
，
大
人
に
な
っ
て
か
ら
知
り
ま
し
た
。
最

近
は
マ
ム
シ
が
出
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
，
近

寄
り
難
く
も
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
…
…
…
。

で
も
，
こ
の
お
気
に
入
り
の
場
所
で
今
年
の
春

も
笑
顔
で
桜
を
愛
で
に
い
く
つ
も
り
で
す
。

<

入
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退
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あ
り
ま
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手をつなごう

高台自治会で

背景は X’masローズ

さ
く
ら
会
館
３
月
度
清
掃
を
、
１
９
Ｂ
と
２
０

Ｂ
の
１
４
名
の
皆
さ
ん
で
行
い
ま
し
た
。
次
回

４
月
度
は
１
１
日
（
土

総
会
の
日
）
１
０
時
か

ら
で
２
１
Ｂ
と
１
Ｂ
が
当
番
、
リ
ー
ダ
ー
は
桒

原
さ
ん
で
す
。
な
お
２
月
度
の
さ
く
ら
会
館
の

部
屋
利
用
は
１
４
回
で
し
た
。

「鉄道模型展」が、3 月３０日（月）１０時から
16 時まで、さくら会館で行われます。これは3 丁
目の大崎清司さんがコレクションした N ゲージ鉄

道模型を展示・実動いただくものです。収集された
４００両以上の車両から、阪急電車・京福電鉄・長
野新幹線・九州新幹線・寝台列車・ドクターイエロ
ーなど 44 種を展示いただきます。さくら会館を
一杯に使って、実際に運転もしていただけます。ま
た大崎さんから鉄道の薀蓄も披露いただけると思

います。子どもさんを始め、たくさんの皆さんの来
場をお待ちしています。
本イベントは、高台のお住まいの方のコレクショ
ンの展示や講演をいただく企画の第 1 回目です。

１ 天木庄司 11 山口町子

２・１ 児玉よしみ 12 植月 司

２・2 大萱芳久 13 野谷欣一

３ 大前良一 14 吉川聡介

４ 黒田忠昭 15 比舎弘子

５ 高橋陽子 16 今村房治

６ 菱田泰典 17 森本 達

７ 白藤瑞子 18 中山真由美

８ 植村良彰 19 星  孝

９ 枝 茂男 20 中村玲子

10 池田信子 21 丸山清泰

新ブロック委員 敬称略

昨年の総会

第１５回「ふれあいサロン」（高齢者見守り活動

強化事業の一部）を、３月２３日（月）１４時か

ら、さくら会館で行います。映画は昔懐かしい美

空ひばり主演の「東京キッド」です。昭和２５年

作品で、復興まもない当時の東京の風景や風俗が

見られます。１２歳のひばりの歌う挿入歌も楽し

ませてくれます。

共演は、「地球の上に朝がくる」

で一世を風靡した川田晴久、榎

本健一、花菱アチャコ、堺駿二

などです。モノクロ

発表の様子

三原さんの「風雪に耐えて」

5 号公園での取材の様子


